
下限や上限の表記が手洗い時間に及ぼす影響 

Effects of Providing Upper and Lower Limits on Handwashing Time 

大貫祐大郎 1, 2,*, 植田一博 1 

Yutaro Onuki, Kazuhiro Ueda 

1東京大学, 2日本学術振興会特別研究員  
The University of Tokyo, Japan Society for the Promotion of Science (JSPS).  

yu0302onuki@gmail.com 

概要 
本研究は,「手を洗う時間は 20秒以上が推奨されてい
ます」のように下限のみを提示するのか,「手を洗う時
間は 20秒以上 60秒以下が推奨されています」のよう
に下限と上限の両方を同時に提示するのか, という提
示する情報の違いが, 手洗い時間の長さに及ぼす影響
を検討した. 実験の結果, 下限のみを提示した場合よ
りも, 下限と上限の両方を提示した場合の方が, 手洗
い時間が有意に長かった. この結果は, ある値を上回
ってはいけないという制限の意味で使用される上限に
よって, 手洗い時間が長くなることを示している. 本
実験の結果から, 本手法は, 人をより良い行動に導く
ナッジに活かせる可能性が示唆される. 
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1. はじめに 

日常生活では, ある値を下回ってはいけないという
意味で下限のみを表示することがある. 例えば, 手洗
い時間が 20秒以下の場合, 手に付着した細菌やウイル
スを洗い流すのに不十分であるため [1], 「手を洗う時
間は 20秒以上が推奨されています」のように手洗い時
間の下限が設定される場合がある. それに対して, も
み洗いを 60 秒程度実施した場合は, 10~30 秒程度もみ
洗いを実施した場合に比べて, 残存ウイルス数が約
100個から約 10個に減少する [2]. そのため, 手に付着
した細菌やウイルス数をより少なくする必要がある場
合は, もみ洗いを 20秒だけではなく, 60秒程度実施す
ることが重要である. 一方で, 頻繁な手洗いは皮膚に
損傷を与える場合がある [3]. そのため, ある値を上回
ってはいけないことを示すために, 手に付着した細菌
やウイルス数が十分に減少する長さである60秒以下と
いう手洗い時間の上限も定めておくことは, 皮膚の損
傷を防ぐ上でも重要である. 上限を定めた場合, 「手を
洗う時間は 20秒以上 60秒以下が推奨されています」
のように情報を提示することができる.  

 
* 大貫祐大郎の現在の所属は, 一橋大学, 日本学術振興会特別研究員 (PD). 

「手を洗う時間は 20秒以上が推奨されています」と
いう下限表記を示した場合と, 「手を洗う時間は 20秒
以上 60秒以下が推奨されています」という範囲表記を
示した場合とでは, 人の手洗い時間にどのような影響
を与えるのだろうか. 提示された数値に後続の数量判
断が近づくことをアンカリング効果という [4]. アン
カリング効果の影響を考慮すると, 下限表記の場合, 
手洗い時間は「20秒」という数値に近づく可能性があ
る. 先行研究では, 大きい数値を使用した場合, 実験
参加者に小さい数値も想起させると, 小さい数値にも
判断が近づくことで, 大きい数値に判断が近づくアン
カリング効果が弱くなることが知られている [5, 6]. 
そのため, 複数の数値がアンカリング効果を発生させ, 
判断に影響することがわかる. これらの先行研究から, 
範囲表記 (20秒以上 60秒以下) の場合, 手洗い時間が
「60秒」に近づく効果も影響することで, 下限表記 (20
秒以上) よりも範囲表記の方が, 手洗い時間が長くな
る可能性が示唆される. 具体的には, 下限表記の場合, 
20秒手を洗ったところで「20秒手を洗ったから手洗い
を終えよう」と手洗いを終了しやすいが, 範囲表記の場
合, 「20 秒手を洗ったが, もう少し手を洗おう」と 60
秒に影響された行動をする状況が考えられる.  
「20秒以上」が示す範囲は, 20秒から∞の範囲である
ため,「20 秒以上 60 秒以下」よりも含有する時間幅は
広い. このような潜在的な範囲の広さにも関わらず, 
「20秒以上」と示した場合には, 手洗い時間として 20
秒を目指してしまう一方で, 「20秒以上 60秒以下」と
示した場合には, 手洗い時間として 60秒も目指してし
まうことで, 下限群よりも範囲群の方が, 手洗い時間
が長くなると予想できる. このように, 本研究では,「20
秒以上」という表記がもつ潜在的な範囲 (20 から∞秒) 
と, 「20秒以上 60秒以下」のように明示された数値 (60
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秒以下) によるアンカリング効果のどちらの方が, 長
い手洗い時間を導くのかも検討することができる. 
上記の理由から本研究では, 手洗い時間に注目し, 
情報の提示方法 (下限のみの表記, あるいは範囲表記) 
を変化させることによって, 手洗い時間が異なるのか
どうかを明らかにする. 

2. 方法 

大学生 38名を実験参加者として募集した (Mean age 
= 19.76, SD age = 0.91, 女性 = 27, 男性 = 11). 実験参加
者を下限群 20名  (20秒以上を提示, Mean age = 19.72, 
SD age = 0.96, 女性 = 10, 男性 = 8) と, 範囲群 18 名  
(20秒以上 60秒以下を提示, Mean age = 19.80, SD age = 
0.89, 女性 = 17, 男性 = 3) に無作為に割り当て, 実験
参加者間計画で実験を実施した.  
実験参加者は全員体育館に集められ, 大学の講義で
使用した実験器具を片付けるという手が汚れる作業の
後で実験に参加した. 実験参加者には以下の教示が書
かれた紙を配布した. 「感染症対策のため, 手を洗って
いただきます. 手洗い場所は体育館の階段を降りてす
ぐの場所にあります. そちらの手洗い場所を使用して
ください. 『手を洗う時間は 20 秒以上, 60 秒以下が推
奨されています』. 手を洗う目標時間は, あくまで目安
の時間なので, 個人毎の判断で手洗い時間を決めてく
ださい」 以上の教示の『』で囲まれた部分については,
「手を洗う時間は 20 秒以上が推奨されています」(下
限群) という表記と, 「手を洗う時間は 20 秒以上, 60 
秒以下が推奨されています」(範囲群) という表記の 2
種類を準備した. なお, 実験で配布した紙の中では, 上
記の部分を『』では囲まずに表記した. 教示が書かれた
紙を配布した後, 手を洗う準備ができた実験参加者か
ら順番に, 石鹸を使用しながら, 水道の蛇口で手を洗
った. 水道の蛇口と石鹸は4種類ずつ用意した. そのた
め, 実験参加者は, 最大で4人が同時に手を洗うことが
可能だった. 実験参加者は, 下限群と範囲群が混ざっ
て同時に手を洗った. 4種類の蛇口の全てが実験参加者
で埋まっており, 手を洗えていない実験参加者は手を
洗っている実験参加者の後ろに並んで待機した. 手洗
い行動は, 手を洗っている人の顔と手元が映るように, 
本研究の内容を知らない実験協力者がビデオで撮影し
た. 手を洗っている人の顔と手元をビデオで撮影する
ことは, 実験参加同意書に記載し, 同意を得ていた. 各
実験参加者の手洗い時間は, 撮影したビデオから算出

した. 実験者の恣意性を排除するため, 本研究の内容
を知らない実験協力者に, 各自の手洗い時間を計測し
てもらった. 

3. 実験結果 

実験の結果を図 1 に示す. 分析の結果, 下限群 
(Mean Rank = 14.055, Median = 29.370, SD = 5.545) より
も, 範囲群 (Mean Rank = 24.400, Median = 38.155, SD = 
11.077) の方が , 手洗い時間は有意に長かった 
(Wilcoxon-Mann-Whitney Test, p < .01, Z = 2.865, r = .464). 

4. 考察 

実験の結果, 下限群 (20 秒以上) と範囲群 (20 秒以
上 60 秒以下) という表記の違いによって, 手洗い時間
が異なることが明らかになった. 特に, 下限群よりも
範囲群の方が手洗い時間は長いことが確認できた. 下
限群 (20秒以上) が示す潜在的な範囲 (20秒から∞) の
方が, 範囲群 (20秒以上 60秒以下) が含有する時間幅
よりも広い. しかしながら, 実験の結果, 手を洗った時
間は, 範囲群よりも下限群の方が短かった. このこと
は, 潜在的な範囲よりも, 明示された数値 (60 秒以下) 
によるアンカリング効果の方が手洗い時間の長さに強
く影響することを示している.  
近年では, 認知バイアスをナッジ (Nudge) として利
用する研究が増えている. ナッジとは, 人に自由な選
択をさせながらも, 選択肢の構成の仕方などの選択ア
ーキテクチャを工夫することで, 特定の良い判断や行

** p < .01 
図 1 実験結果のバイオリンプロット図  

2022年度日本認知科学会第39回大会 P2-016A

606



動に導く取り組みを指す [7]. 本研究の手法も, より良
い行動や判断に人を導くナッジの取り組みに応用する
ことができる. 例えば, 手洗いの推奨時間の表記のよ
うに, 考慮すべき対象の数的な範囲の下限に手洗い時
間が近づくことで, 手に付着した汚れを落とすための
十分な手洗い時間が確保できなくなる場合, その表記
を数値範囲の表記とすることで, 十分な手洗い時間を
確保できる可能性が期待できる. 
今後の実験では, 下限群 (20 秒以上) と範囲群 (20
秒以上 60 秒以下) という表記の違いによって, 実験参
加者が教示者に推奨されていると感じる手洗い時間が
異なるのかどうかも検討する予定である. また, 個人
差要因を排除した実験参加者内計画でも, 本実験の結
果と同様の知見が得られるのかどうかを検討していく. 
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